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コミュニティデザインとは
デザインの力で、
人の集団（コミュニティ）が持つ
課題解決力を
高めるよう支援すること。

西上ありさの専門分野
・デザイン
・公共経営
・医療福祉

資源・課題の相関図

活性化策

維持策

撤退策

対応策

1年目 ２年目 ３年目以降

計画策定における、合意形成と主体形成

計画書
計画を根拠にした
住民活動の活発化
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2007年うまれの子供は、何歳まで生きるか知っていますか？
（2007年生まれ子供のうち半分くらい）

１００年の人生を生きる時代へ

・第１の人生 生まれてから教育機関を卒業期間（２０年）

・第２の人生 生産的な活動ができる期間（４０年）

・第３の人生 余生から最期まで（３０～４０年）

２０年 ４０年 ３０～４０年

第１の人生 第２の人生 第３の人生



3

人生を「早送り」で体験

家族 役割 お金

健康 友達 趣味

喪失体験
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経済活動
ゆるやかな就労（短時間など）

介護施設の利用

居宅継続の場合

社会貢献活動（ボランティア）

農業・園芸活動など

身体機能の維持

居宅サービスの利用

効率性・生産性重視

企業・地域社会において
如何に健康で活躍できる
かが重要：健康投資
→その後の健康寿命にも
大きく影響

経済活動への緩やかな参加ボラ
ンティア等の社会貢献：新たなビジ
ネス創出の必要

地域社会の特性に応じた働き方、
社会貢献の在り方を検討

ニーズに応じた
ケア体制

健康寿命を長く維持する事ができるか
最後まで生き
切るための
ニーズに応じ
た柔軟な仕組
みづくり

生涯現役社会の構築

健康寿命を延ばすには…

社会参加
（*多世代の友達）

食事
（*栄養ある食）

運動
（*外出の機会）

健康

静岡県「ふじのくに健康長寿プロジェクト」より

*静岡では、定義していない
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ものやサービスを手に入れる時の対価

見知らぬ人
友
人

東京

離島

？ ？私たち

玄関に置かれた野菜 キッチンに置かれた魚 個人の温泉

見知ら
ぬ人

顔見
知り

友人顔見知り

？

東京 離島

見知らぬ人

顔見
知り

友
人

見知ら
ぬ人

友人

顔見知り

私たちは、どんなバランスの人生にしたいのか？
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多拠点
居住

シェア
ハウス

サ高住

異世代
シェア

技術
シェア

現代的住まい方

現代的働き方

就職

小商い

なりわ
い

コミュニ
ティ
ビジネス

起業

副業

ユー
チュー
バー

プロコス
プレイ
ヤー

？？
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企業の寿命
・日本の企業は１０年経つと７０％に減り、２０年経つと半分の５２％に減る
・企業の平均寿命は２３年程度
・日本人が実際に働ける年数（就労可能年数）は４０年

出展：中小企業白書２０１１より

就労可能年数＝４０年＞企業の平均寿命＝２３年

今は存在しない職業

米デューク大学の研究者であるキャシー・デビッ
ドソン氏が2011年8月、ニューヨークタイムズ紙
のインタビューで語った予測
「2011年度にアメリカの小学校に入学した子ども
たちの65％は、大学卒業時に今は存在していない
職業に就くだろう」

コミュニティデザイナー

スマホアプリクリエイター

情報セキュリティ
マネージャー

宇宙旅行ガイド
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Q 就活生へ「将来どのような企業に就職したいか？」（３つまで）
Q 親へ 「どのような企業に就職させたいか？」 （３つまで）

平成29年 「健康経営」推進の背景 経済産業省

個別に深まる学問体系

専門家だけで解決できる問題は
少なくなってきた

建
築
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究
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仕
事
が

な
い

私
の

能
力
経
験

人生観

仕事観

能力

働くってどういうこと？

現実

女性の１ヶ月の体調の変化
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専門性だけでは仕事ができない時代

大衆市民ボラ専門

意識 行動 生活 人生 まち

「意識」が変わると「まち」が変わる

想いがある
↑

関心がある
↑

関心がない

自主的に活動する
↑

自主的に集まる
↑

社会実験
↑

会議に出る

稼ぎと勤めと
遊びのバランスが

変わる

人生が変わる人が
増える
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正しい 楽しい

公共事業に必要なこと

×

・共感や驚き

事業のファンができる

・課題解決

「楽しさなくして参加なし」

・私がやってみたい

・私はそれが好き
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【内容】 広島県と愛媛県の合同で開催さ

れる沿岸部と島嶼部のエリアを中

心とした観光振興イベント

【目的】 ・地域の宝の磨き上げ

・交流人口の拡大

・継続的な瀬戸内エリアの活性化

【事業期間】 2014年3月21日～10月26日

【事 業】 地域イベント魅力向上支援事業、

機運醸成事業

「瀬戸内しまのわ2014」とは

2014年 3月 21日〜 10月 26日

約 420件 （両県合計）

約 457 万人（両県合計）

会期

プログラム数

来場者数
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瀬戸内しまのわ2014の目的

観光 地域振興

瀬戸内の
魅力を発信

住民が地域の
魅力を再発見

豊かな地域づくり

① コトのデザイン

しまのわ講座
（ワークショップ）

個別相談

・まちづくりワンポイント講座

・企画を見直し、もっと魅力
的にする。

・まち全体をもっと魅力的
にみんなで考えよう。

情報発信講座

個別相談
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わかりや
すくする

かっこ
よくする

居心地
よくする

つながり
をつくる

各企画の活動内容を

わかりやすく伝える。
他団体とのつながりや、
リピーターを増やす。

デザインを
かっこよくする。

住民によるおもてなしや、
休憩場所などの工夫

11cm×7.35cm

２
個別相談の様子

４つの支援内容

② モノのデザイン

のぼりづくりのワークショップ バッジづくりのワークショップ
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② モノのデザイン

しまのわさんバッヂ ステッカー のぼり

しまのわで生まれた市民プログラム

よう来んさった
〜
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買えないけどもらえます

音戸のおかんアート美術館（呉市音戸町）

《課題》
・町並み散策の休憩場
所がない
⇒自宅を休憩場所に

・友人たちの素晴らし
い作品を見てほしい
⇒ついでに作品を展示

フツーの民家ですが『おかんアート美術館』
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フツーの民家ですが『おかんアート美術館』

当たり前ですが、おかんが案内してくれます
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おかんたちがつくりだすアートの数々

ついつい作りたくなるあんなものやこんなもの

おかんたちがつくりだすアートの数々

食べられるアート・ピーナッツドールズ
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おかんアートの“輪”

見慣れない新作。来場した
おかんアーティストと作品を交換したらしい

いつのまにか巻き込まれる来場者
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おとんアートも誕生！？

いつの間にかおとんアートの盆栽まで

手づくり教室がにぎわった

「手あそびの会」が再び賑わいを見せた
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お客さんが10人来てくれたらいいな。

来場者が800人！？
（7日間の開催）

・懐かしい旧友に再会できた
・すべてのアンケートに感動の声
・他の地域のおかんと交流・情報交換ができた
・音戸の町並みを散策してもらえた

５３人の感動の声！
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事例② 「絵下山発 のろしリレー」

Before

Afte
r

3県の57カ所が

狼煙でひとつに

つながった

「のろしリレー」ができるまで

山で活動する団体だが何かやりたい

山頂でのろしを上げれば島からもみえ
るのでは、というアイデアが生まれる

試しに山頂で狼煙を上げてみたところ
…

情報をききつけた島の住民が「むかえ
の狼煙」をあげてくれた

1 2

絵下山魅力探検隊
岸さん
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「のろしリレー」ができるまで

手づくりののぼりやTシャツをつくる

SNSなどで情報発信して仲間を募る

その結果・・・

賛同する仲間がどんどん増え
57カ所から狼煙があがることに

3 4

当日の様子

山頂には多くの人が集まった 島ののろしが見えた！

お風呂と勘違いして来た人も？
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当日の様子

「のろし音頭」が誕生！ 最後は消防隊が消火

みんなでのろしを見上げる

山口県阿武郡阿武町

2015-
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東京から3時間弱

アクセス

＋
羽田空港から阿武町まで

１１０分 ５０分 羽田空港
↑↓

萩・石見空港

＋
羽田空港から阿武町まで

９０分 ５０分 羽田空港
↑↓

宇部空港

周辺都市から１時間圏内

アクセス

山口市中心部から
60分

萩市中心部から
20分

萩・石見空港
（益田市）から
50分
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福賀地区
・農村
・県内初の
特定農業法人設立

奈古地区
・主要機能が集積
・道の駅発祥の地

宇田地区
・漁村
・自然管理型漁業
発祥の地

海・山・まちの３特性

特徴

Uta

Nago Fukuga

人口流出
（若年層）

３大
都市圏
（特に東京圏）

低出産率 超低出産率少子化

人口減少

地方

◎ 地方における
安定した雇用創出

◎ 新しいひとの流れ
（東京一極集中の是正）

◎ 結婚・生み育てやすい
環境づくり

◎ 特性に応じた地域づくりＣ

好循環

ひとしごと

まち

現在の問題構造 目指す方向性

なぜ、まち・ひと・しごと創生？

↑

対応：H26末「まち・ひと・しごと創生法」
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（事業例）
• 新規就農・就魚者確保対策
• 特色ある作物の生産振興
• 林業の担い手育成
• 企業誘致
• 定住奨励金
• 町営住宅・分譲宅地整備
• 空き家バンク
• 保育サービス
• 保育料軽減
• こども医療費助成
• 超高速ブロードバンド整備
• 自主防災組織育成 ほか

総合戦略・人口ビジョンの構成

人口ビジョン

移住・定住ニーズに応える

８つの重点事業（新規）
総合戦略
（2015～2019年度）

まち・ひと・しごと創生に関連する

57事業（既存）

まち・ひと・しごと創生に関連する

現状データ分析
2040年の

人口展望

住まい …３事業
仕事 …２事業
つながり…３事業

阿武町独自の課題への対応第6次総合計画

57事業

全189事業

数字でみる阿武町
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60年間で1/3の人口に

総人口の推移

町制施行年
（1955年）

年齢３区分人口と高齢化率

2014年、ついに生産年齢人口＜老年人口
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20代・30代が圧倒的に少ない

2014年の人口ピラミッド

男性の転入出傾向
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女性の転入出傾向

対策あり

1,834人

2040年に向けた人口展望（総人口）

2040年に1,834人

対策なし

1,462人

総合戦略
による
効果
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対策あり

1,834人

2040年に向けた人口展望（総人口）

2040年に1,834人

対策なし

1,462人

総合戦略
による
効果

全国の自治体を５つのタイプにわける

（20-44歳女性比率・20-44歳女性既婚率・合計特殊出生率）
▶人口減少×デザイン（筧裕介著）

1. 若者さよなら型 ←阿武町

出生率・既婚率は低くない。

➔20～30代の転入促進＆30代の定着率向上

⇒この世代が望むライフスタイルの実現

2．産み控え型

3．独身女性たくさん型

4．いない産まない型

5．スローペース型

人口バランスの改善を目指す（生産年齢人口 > 老年人口）

2040年に向けた人口展望（年齢３区分別人口構成）
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↑ 毎年約20人が生まれる

↓ 中学生の約80％は町外の高校へ進学

↓ 15～19歳の女性の約70％は5年以内に町外へ（就職・進学・結婚）

↓ 30代の男性の47％は、女性の29%は未婚 ※男性県平均37％

（出産より結婚にハードル）（平均所得225万円）（出生率1.6）

↓ 共働き率50％ ※県平均56.34％（子育てと両立できる仕事、働き方の不足）

↑ 60代のＩターン受入れの数は6年間で40人（全員県外）

→ 農林水産業従事者の約45％は70歳以上（後継者不足）

↓ 毎年約80人が死亡

ライフステージ
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2015年6月～

地方創生に向けた

取り組みスタート

取り組みスタート

冷静と情熱のあいだ

・種別：熱血広報マン

・年齢：31歳

・勤続：7年目

・ルーツ：防府市

・生息地：役場の外

・得意：愛嬌

・苦手：妥協

・担当：総合戦略

・種別：THE公務員

・年齢：36歳

・勤続：3年目

・ルーツ：光市

・生息地：PC前

・得意：淡々

・苦手：熱血

・担当：人口ビジョン
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2008年

総人口の減少

1980年代

・既婚率

・夫婦当たりの出生数

・若年女性の絶対数

→減少に転じ始める

30年

「人口減少」をどう捉えるか

影響が出るのは30年かかる

1980 2040 20602008

（ちなみに）30年前の1985年の出来事

田中角栄が倒れる

「バック・トゥ・ザ・フュー
チャー」がアメリカで上映される

KOSEが「雪肌精」を販売

「夕やけニャンニャン」放送開始

広島自動車道開通
（広島北IC～広島JCT）

夏目雅子死去

NTTが携帯電話
「ショルダーフォン」を販売



35

1. 人口減少

スピードの緩和

2. 人口減少に

対応した

地域社会づくり

「人口減少」をどう捉えるか

問題は「人口減少に対応できない地域社会」

①人口減少の緩和

町民と帰郷・移住希望者の双方にアプローチ
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②人口減少に対応した地域社会づくり

時代の移り変わりと行政・住民の役割分担

全人口の約１割の「活動人口」を確保する

②人口減少に対応した地域社会づくり
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役場から飛び出し、フォロワーを増やす

策定フロー

若者シニア

異性との出会い方…
こっちが知りたい

くらいですよ（泣）！

町の声

ヒントは、暮らしの「静かな違和感」の中に

刺激が
少ない…

越してきた時
住まいの
選択肢が
1択だった

町内で
デート
できない

車でどこに出
かけていたか
見られている

…

提案しても
受け入れて
もらえない 長財布を

持って
ランチに
行きたい！

町が何を
目指している
かわからないあ

口は動くが
体が動かない
人が多い

若者が
おとなしい

町の
自然資源を
活かせて
いない
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阿武町の「これまで」

町の声を「課題のループ図」にまとめる

次ページに一例

住まいの課題 仕事の課題

つながりの課題

働き世代の流出・減少

小規模自治体

町に不動産業がない
↓
空き家の流通が進まない
↓
住まいの選択肢が町営住宅に偏る →
↓
農村漁村に転入しにくい
↓
一次産業の理解・関心が進まない
↓ ↓
後継者不足 ↓

↓

若者の生活に視線が集まる
↓
若者が町内で過ごしたがらない
↓
友人・男女の交流が限定的
↓
未婚者の増加
↓

阿武町の「これまで」

町の声を「課題のループ図」にまとめる

出会い・活躍の場を求めて町外へ

住まいの課題

仕事の課題

つながりの課題



39

⚫ 家族・パートナーを連れて町に越して来る女性

⚫ 町にない仕事や役割（語学・カフェ）を

作ろうとする女性とそれを応援する男性

⚫ デザイン・ストーリー性が大切

阿武町の「いま」

素敵な「例外」が生まれ始めて いる

人生90年時代

阿武町の「これから」
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歳を重ねるごとに幸せになる町に

阿武町の「これから」

「選ばれる町」をつくる

阿武町版総合戦略

2015年10月末策定
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まち・ひと

しごと

づくり

人の流れを

都市から地方

へ（人口減少

対策）

誰と

どのように

暮らしたいか

目的

手段

目的

手段

地方創生で求められること

阿武町が目指したいこと

大切にしてきた考え方

誰と、どのように暮らしたいか？を描く総合戦略

⚫ 人口対策には時間がかかる。

⚫ 自立した地域社会をつくる。（活動人口づくり）

⚫ 自分たちが30年後に住んでいたい町にする。

⚫ 小さな成功を重ねる。

⚫ 主語は「わたしたち」。

（若手職員≒町の若者）（ボールは常に足元に）

誰と、どのように暮らしたいか？を描く総合戦略

大切にしてきた考え方

↓

「選ばれる町」をつくる
町民にも、帰郷・移住希望者にも、人生の舞台として選ばれ続ける阿武町へ
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各世代ができる町の継ぎ方を

大切にしてきた考え方

⚫住まいの多様性

・空き家の利活用

・不動産業者を前提としない取り組み

⚫仕事の多様性

・季節ごとに生じる小さな仕事を生かす

・仕事の情報をまとめて発信する

⚫つながりの多様性

・誰もが使える拠点をつくる

・交流の途切れる高校生、出郷者との縁をつなぐ

大切にしてきた考え方

課題のレバレッジポイントからプロジェクトを生む
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多様な住まいを提供する

✓ 空き家ノートプロジェクト

✓ 空き家管理プロジェクト

✓ 思い出不動産プロジェクト

→住まいの提供数を50件以上増やそう。

Project_1 空き家ノートプロジェクト（家の未来帳）

家の今後について話し合うきっかけをつくる
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家の未来帖（山口県阿武町）

（現在）健康的に暮らし続ける支援 →（将来に向けて）意思決定の支援

• 増える高齢世帯→意思決定の難しさ（空き家増加の一因）

• 本人や家族が、将来の暮らしと家の扱いについて

「話す」「決める」「動く」ことを支援する冊子

• 各種支援策も兼ね備える（情報提供、相談会等）

【福祉担当】 【空き家担当】情報共有による早期の対策

自分の健康と家の状態を簡単にチェックできるリスト
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自分の健康と家の状態を簡単にチェックできるリスト

具体的な情報提供と、支援の取り組み

• 専門家への相談会

• 空き家バンクの紹介

• 町民によるサポート体制

（思い出の整理、片付け、棟下ろし式、

改修の相談等）
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Project_2 空き家管理プロジェクト

地域で空き家を継ぐサポートをする

Project_3 思い出不動産プロジェクト

家のストーリーごと大切にしてくれる人を招きたい
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多様なはたらき方を実現する

✓ 1/4worksプロジェクト

✓ 阿武の玄関づくりプロジェクト

→40人の新たな就業を実現しよう。

ヨンブンノイチワークス

Project_4 1/4worksプロジェクト

季節産業を組み合わせた働き方を提案する

ヨンブンノイチワークス
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Project_5 阿武の玄関づくりプロジェクト

仕事と住まいがセットになった暮らしを提案する

多様なつながりを育む

✓ ABuQuRoづくりプロジェクト

✓ TsuQuRoプロジェクト

✓ 阿武町式花嫁・花婿修行

プロジェクト

→350人の活動人口を生もう。

アブクロ

ツクロ
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Project_6 ABuQuRoプロジェクト

ものづくりを通じて高校生と町との接点をつくる

アブクロ

Project_7 TsuQuRoプロジェクト

交流拠点を自分たちでつくる

ツクロ
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Project_8 阿武町式花嫁・花婿修行プロジェクト

家事がつなぐ都市と地方の新たな親子関係

2020年に活動人口350人
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反響が続々と。

ぐっときた！「 」

よく

決裁

通ったね（笑）

「
」

阿武町さんの

総合戦略

異質
ですから…

「

」

異質
で素敵！

「
」

最初の一歩目が

すぐ踏み出せそうで

いい！

「
」

数字より

先に大切な

ビジョンが伝わる

「
」

ささやかなのが

阿武町らしい
「

」

メディアからの取材も

「異質」→「ユニーク」！！

毎日新聞 ソトコト 2月号（予定）
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21Ｃの暮らし方研究所

21Ｃの暮らし方研究所
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21Ｃの暮らし方研究所（空き家ツアー）

21Ｃの暮らし方研究所（12/13ブランディングWS）
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◆大切なこと

「楽しさなくして参加なし」

正しい 楽しい
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理想の人生を
実現する
指南書づくり
プロジェクト

応
援

お金＄

労力や
活動

アイデア

情報発信
PR

情報提供

人材の
紹介

プロジェクトへの投資

コア
メンバー

活動メンバー

サポーター

中心に近いほど
投資の利回りが高い

投資の利回り

①地域の課題解決

②感謝と尊敬

③仲間

④新たな学び

⑤健康

⑥ お金

投資によって手に入るモノ




